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研究の目的、

内容、方法、

研究成果、 

今後の課題等 

大学は市民にも開かれた場所であり、誰にとっても安全なキャンパスを目指すべ
きであるが、禁煙は進んでいない。そこで、本研究の目的は、本学の学生に、「禁
煙」に関する支援者の講習会を受講させ「禁煙支援士」の資格を取得させる。さら
に、行政や医療機関と連携し、「禁煙」に関する講習会や活動に学生を参画させる
ことで、将来、地域での健康サポートに関する企画力や調整能力を養わせる。また、
地域住民と協力して、「禁煙」に関する公開講座を開催し、地域の禁煙活動展開す
ることである。 
１）日本禁煙科学会が提供している「全国禁煙アドバイザー育成講習会」を共同開催

した。内容に関しては、静岡県、静岡市、熱海市、島田市、川根本町と学生が中心とな
り企画すること（教員がサポート）で、禁煙における意識向上をさらに促せた。 
２）上記講習会を未受講である本学学生に受講させ、「禁煙支援士」の資格を取得させ
た。 
３）禁煙指導士の資格を取った学生が、本学教職員を対象とした禁煙に関する「ＦＤ講
習会」「健康測定会」を企画し、運営した。 
４）禁煙指導士の資格を取った学生が、一般市民を対象とした禁煙に関する「公開講
座」「健康測定会」を静岡県、静岡市、牧之原市と企画し、共同で運営した。 
５）禁煙指導士の資格を取った学生が、県や市、町の保健所機能、さらには医療機関の
禁煙外来を活用し、禁煙を希望する喫煙者を対象とした禁煙指導を行う。 
６）静岡市と共同で、学生が主体となって子供の禁煙、受動喫煙を主題とした研究会を
開催する。さらには、「たばこ対策応援団」の講師を行った。 
本研究対象がコミュニティーワークのある学生、すなわちCOC事業におけるフェロ

ー認証対象となるような学生の育成を念頭においており、卒業後も、禁煙支援をはじ
め地域に関する企画運営力を持って、健康サポートができる人材育成となることが期
待される。 
さらには、日本禁煙科学会の提供している全国禁煙アドバイザー育成講習会を開催

することで静岡県内の禁煙支援士が増え、禁煙指導の機会も多くなり、禁煙に対する
意識の向上が期待される。官民学一体となった「煙のない社会」を目指した静岡県独
自の取り組みが、全国へ波及することが期待できる。 
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